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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成22年12月24日(2010.12.24)

【公表番号】特表2010-509204(P2010-509204A)
【公表日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-012
【出願番号】特願2009-535151(P2009-535151)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｋ   9/50     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/48     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
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   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/30     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  21/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  33/02    ＣＳＰ　
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   Ａ６１Ｋ   8/34    　　　　
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   Ａ６１Ｐ   9/10    １０１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年10月29日(2010.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールを含む脂質組成物であって，オメガ－３ポリ不飽和アル
コールは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよ
び（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールを含む脂
質組成物。
【請求項２】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，組成物の総脂質含量の少なくとも３０重量％の濃度
で存在する，請求項１記載の脂質組成物。
【請求項３】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，組成物の総脂質含量の少なくとも５０重量％の濃度
で存在する，請求項１記載の脂質組成物。
【請求項４】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，組成物の総脂質含量の少なくとも７０重量％の濃度
で存在する，請求項１記載の脂質組成物。
【請求項５】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，組成物の総脂質含量の少なくとも８０重量％の濃度
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で存在する，請求項１記載の脂質組成物。
【請求項６】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）
－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールは，組成物中のオメ
ガ－３ポリ不飽和アルコールの２０重量％を構成する，請求項１－５のいずれかに記載の
脂質組成物。
【請求項７】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）
－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールは，組成物中のオメ
ガ－３ポリ不飽和アルコールの４０重量％を構成する，請求項６記載の脂質組成物。
【請求項８】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）
－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールは，組成物中のオメ
ガ－３ポリ不飽和アルコールの７０重量％を構成する，請求項７記載の脂質組成物。
【請求項９】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）
－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールは，組成物中のオメ
ガ－３ポリ不飽和アルコールの８０重量％を構成する，請求項８記載の脂質組成物。
【請求項１０】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールは，組成物中の
総脂質含量の５重量％から９５重量％を構成する，請求項１－５のいずれかに記載の脂質
組成物。
【請求項１１】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールは，組成物中の
総脂質含量の４０重量％から５５重量％を構成する，請求項１０記載の脂質組成物。
【請求項１２】
（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールは，組成物
中の総脂質含量の５重量％から９５重量％を構成する，請求項１－５のいずれかに記載の
脂質組成物。
【請求項１３】
（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールは，組成物
中の総脂質含量の３０重量％から６０重量％を構成する，請求項１２記載の脂質組成物。
【請求項１４】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペ
ンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサ
エン－１－オールを，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－
オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの
重量比が９９：１から１：９９で含む，請求項１－１３のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項１５】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペ
ンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサ
エン－１－オールを，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－
オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの
重量比が１０：１から１：１０で含む，請求項１４記載の脂質組成物。
【請求項１６】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペ
ンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサ
エン－１－オールを，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－
オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの
重量比が５：１から１：５で含む，請求項１５記載の脂質組成物。



(4) JP 2010-509204 A5 2010.12.24

【請求項１７】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペ
ンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサ
エン－１－オールを，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－
オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの
重量比が１：２から２：１で含む，請求項１６記載の脂質組成物。
【請求項１８】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペ
ンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサ
エン－１－オールを，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－
オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの
重量比が約１．２で含む，請求項１６記載の脂質組成物。
【請求項１９】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペ
ンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサ
エン－１－オールを，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－
オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの
重量比が３：１から１：３で含む，請求項１６記載の脂質組成物。
【請求項２０】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグを少なくとも含む脂質組成物であって，
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，少なくとも，（全Ｚ）－５，８，１
１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグおよび（全Ｚ）－４，
７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグを含む脂質
組成物。
【請求項２１】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物の総脂質含量の少なくとも３
０重量％の濃度で存在する，請求項２０記載の脂質組成物。
【請求項２２】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物の総脂質含量の少なくとも５
０重量％の濃度で存在する，請求項２０記載の脂質組成物。
【請求項２３】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物の総脂質含量の少なくとも７
０重量％の濃度で存在する，請求項２０記載の脂質組成物。
【請求項２４】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物の総脂質含量の少なくとも８
０重量％の濃度で存在する，請求項２０記載の脂質組成物。
【請求項２５】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ
および（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプ
ロドラッグは，少なくとも２０重量％のオメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグ
を含む，請求項２０－２４のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項２６】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ
および（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプ
ロドラッグは，少なくとも４０重量％のオメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグ
を含む，請求項２５記載の脂質組成物。
【請求項２７】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ
および（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプ
ロドラッグは，少なくとも７０重量％のオメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグ
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を含む，請求項２６記載の脂質組成物。
【請求項２８】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ
および（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプ
ロドラッグは，少なくとも８０重量％のオメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグ
を含む，請求項２７記載の脂質組成物。
【請求項２９】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物中の総脂質含量の５重量％か
ら９５％重量％の（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オー
ルのプロドラッグから構成される，請求項２０－２４のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項３０】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物中の総脂質含量の４０重量％
から５５重量％の（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オー
ルのプロドラッグから構成される，請求項２９記載の脂質組成物。
【請求項３１】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物中の総脂質含量の５重量％か
ら９５重量％の（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オ
ールのプロドラッグから構成される，請求項２０－２４のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項３２】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，組成物中の総脂質含量の３０重量％
から６０重量％の（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－
オールのプロドラッグから構成される，請求項３１記載の脂質組成物。
【請求項３３】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１
７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１
３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグから構成され，（全Ｚ）
－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ：（全Ｚ
）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグの
重量比は９９：１から１：９９である，請求項２０－３２のいずれかに記載の脂質組成物
。
【請求項３４】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１
７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１
３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグから構成され，（全Ｚ）
－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ：（全Ｚ
）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグの
重量比は１０：１から１：１０である，請求項３３記載の脂質組成物。
【請求項３５】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１
７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１
３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグから構成され，（全Ｚ）
－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ：（全Ｚ
）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグの
重量比は５：１から１：５である，請求項３４記載の脂質組成物。
【請求項３６】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１
７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１
３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグから構成され，（全Ｚ）
－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ：（全Ｚ
）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグの
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重量比は３：１から１：３である，請求項３５記載の脂質組成物。
【請求項３７】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１
７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１
３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグから構成され，（全Ｚ）
－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ：（全Ｚ
）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグの
重量比は１：２から２：１である，請求項３５記載の脂質組成物。
【請求項３８】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロドラッグは，（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１
７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１
３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールプロドラッグから構成され，（全Ｚ）－
５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールのプロドラッグ：（全Ｚ）
－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールのプロドラッグの重
量比は約１．２である，請求項３５記載の脂質組成物。
【請求項３９】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールの少なくとも６５重量％は，（全Ｚ）－５，８，１１，
１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１
６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールから構成され，（全Ｚ）－５，８，１１，１４
，１７－エイコサペンタエン－１－オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９
－ドコサヘキサエン－１－オールの重量比は３：１から１：３である請求項１記載の脂質
組成物。
【請求項４０】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールの少なくとも７０重量％は，（全Ｚ）－５，８，１１，
１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１
６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールから構成され，（全Ｚ）－５，８，１１，１４
，１７－エイコサペンタエン－１－オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９
－ドコサヘキサエン－１－オールの重量比は１：２から２：１である請求項１記載の脂質
組成物。
【請求項４１】
脂質組成物はさらに抗酸化剤を含む，請求項１－４０のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項４２】
抗酸化剤はトコフェロールである，請求項４１記載の脂質組成物。
【請求項４３】
経口投与用に製剤されている，請求項１－４２のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項４４】
マイクロカプセル化された，またはカプセルまたはサシェ中の，請求項１－４３のいずれ
かに記載の脂質組成物。
【請求項４５】
マイクロカプセル化された固体投与形態である，請求項１－４３のいずれかに記載の脂質
組成物。
【請求項４６】
約０．１から６ｇの１日投与量のオメガ－３ポリ不飽和アルコール，またはそのプロドラ
ッグを与えるよう製剤されている，請求項１－４４のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項４７】
約０．１から３．５ｇ，好ましくは約０．５から１．７ｇの１日投与量のオメガ－３ポリ
不飽和脂質，オメガ－３ポリ不飽和アルコール，オメガ－３ポリ不飽和アルコールのプロ
ドラッグまたはこれらの混合物を与えるよう製剤されている，請求項４６記載の脂質組成
物。
【請求項４８】
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さらに，（全Ｚ）－６，９，１２，１５，１８－ヘンエイコサペンタエン－１－オール，
（全Ｚ）－７，１０，１３，１６，１９－ドコサペンタエン－１－オール，および（全Ｚ
）－６，９，１２，１５－オクタデカテトラエン－１－オール，またはこれらのプロドラ
ッグから選択されるオメガ－３ポリ不飽和アルコールを含む，請求項１－４４のいずれか
に記載の脂質組成物。
【請求項４９】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールの前記プロドラ
ッグは，式（ＩＩＩ），
【化１】

［式中，
Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３は，
－水素原子，
－Ｃ１－Ｃ２２アルキル，および
－１－６個の二重結合をＺまたはＥコンフィギュレーションで有するＣ１－Ｃ２２アルケ
ニルから選択され，ここで，アルキル基およびアルケニル基は任意に置換されていてもよ
い］
の化合物またはその塩である，請求項２０－３６のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項５０】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールの前記プロドラ
ッグは式（ＩＩＩ），

【化２】

［式中，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３はそれぞれ水素原子である］
の化合物である，請求項４９記載の脂質組成物。
【請求項５１】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールの前記プロドラ
ッグは，式（ＩＩＩ），
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【化３】

［式中，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３はそれぞれメチル基である］
の化合物である，請求項４９記載の脂質組成物。
【請求項５２】
（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの前記プロ
ドラッグは，式（ＩＶ）：

【化４】

［式中，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３は，
－水素原子，
－Ｃ１－Ｃ２２アルキル，および
－１－６個の二重結合をＺまたはＥコンフィギュレーションで有するＣ１－Ｃ２２アルケ
ニルから選択され，
ここで，アルキル基およびアルケニル基は任意に置換されていてもよい］
の化合物またはその塩である，請求項２０－３６のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項５３】
（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの前記プロ
ドラッグは，式（ＩＶ）：
【化５】

［式中，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３はそれぞれ水素原子である］
の化合物である，請求項５２記載の脂質組成物。
【請求項５４】
（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの前記プロ
ドラッグは，式（ＩＶ）；
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【化６】

［式中，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３はそれぞれメチル基である］
の化合物である，請求項５２記載の脂質組成物。
【請求項５５】
（全Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールの前記プロドラ
ッグは，（５Ｚ，８Ｚ，１１Ｚ，１４Ｚ，１７Ｚ）－エイコサペンタエン－１－イルピバ
ロエートおよび（５Ｚ，８Ｚ，１１Ｚ，１４Ｚ，１７Ｚ）－エイコサペンタエン－１－イ
ルヘミスクシネートまたはその塩から選択される，請求項２０－３６のいずれかに記載の
脂質組成物。
【請求項５６】
（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの前記プロ
ドラッグは，（４Ｚ，７Ｚ，１０Ｚ，１３Ｚ，１６Ｚ，１９Ｚ）－ドコサヘキサエン－１
－イルピバロエートおよび（４Ｚ，７Ｚ，１０Ｚ，１３Ｚ，１６Ｚ，１９Ｚ）－ドコサヘ
キサエン－１－イルヘミスクシネートまたはその塩から選択される，請求項２０－３６の
いずれかに記載の脂質組成物。
【請求項５７】
脂質組成物は医薬組成物である，請求項１－５６のいずれかに記載の脂質組成物。
【請求項５８】
治療用の医薬品または薬剤として用いるための，または化粧用皮膚調製物として用いるた
めの，請求項１－５７のいずれかに記載の脂質または医薬組成物。
【請求項５９】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールを，組成物の総脂質含量と比較して少なくとも８０重量
％の濃度で含み，オメガ－３ポリ不飽和アルコールの少なくとも７０％は，（全Ｚ）－５
，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１
０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの組み合わせから構成され，（全
Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オール：（全Ｚ）－４，７
，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの重量比は１：３から３：１
であることを特徴とする，トリグリセリドレベルの上昇を治療するための医薬組成物。
【請求項６０】
オメガ－３ポリ不飽和アルコールを組成物の総脂質含量の少なくとも８０重量％の濃度で
含み，オメガ－３ポリ不飽和アルコールの少なくとも７０％は，（全Ｚ）－５，８，１１
，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オール：（全Ｚ）－４，７，１０，１３，１６
，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの重量比が１から１．５である，（全Ｚ）－５，
８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン－１－オールおよび（全Ｚ）－４，７，１０
，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン－１－オールの組み合わせから構成されることを
特徴とする，トリグリセリドレベルの上昇を治療するための医薬組成物。
【請求項６１】
食品または“ライフスタイル”サプリメントとして用いるための，請求項１－５６のいず
れかに記載の脂質組成物。
【請求項６２】
高トリグリセリド血症（ＨＴＧ），脂質異常症，高血圧症，高コレステロール血症，心筋
梗塞後（ＭＩ）または抑うつ症，心不全，不整脈または心房細動，血管疾患および／また
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はアテローム性動脈硬化症の治療および／または予防用の医薬品，調合剤および／または
食品または栄養補助剤を製造するための，請求項１－５７のいずれかに記載の脂質組成物
の使用。
【請求項６３】
脂質異常症状態の予防および／または治療用の医薬品，調合剤および／または食品または
栄養補助剤を製造するための，請求項１－５７のいずれかに記載の脂質組成物の使用。
【請求項６４】
ヒトにおいて，トリグリセリドレベルを約２００－約４９９ｍｇ／ｄｌに低下させる，請
求項６３記載の使用。
【請求項６５】
被験者において非ＨＤＬコレステロールレベルを低下させるための，医薬品，調合剤およ
び／または食品または栄養補助剤を製造するための，請求項１－５７のいずれかに記載の
脂質組成物の使用。
【請求項６６】
アミロイドーシス関連疾患および／または認識障害の予防および／または治療用の薬剤，
医薬品，および／または食品または栄養補助剤を製造するための，請求項１－５７のいず
れかに記載の脂質組成物の使用。
【請求項６７】
炎症性疾患または状態の予防および／または治療用の薬剤，医薬品および／または食品ま
たは栄養補助剤を製造するための，請求項１－５７のいずれかに記載の脂質組成物の使用
。
【請求項６８】
肥満または体重過多の予防および／または治療用，脂肪量の低下用，および／または体重
の減少用の薬剤，医薬品，および／または食品または栄養補助剤を製造するための，請求
項１－５７のいずれかに記載の脂質組成物の使用。
【請求項６９】
請求項１－５７のいずれかに記載の脂質組成物を製造する方法。
【請求項７０】
前記脂質組成物は，植物，微生物および／または動物起源から調製される，請求項１－５
７のいずれかに記載の脂質組成物を製造する方法。
【請求項７１】
前記脂質組成物は，海産物油から調製される，請求項１－５７のいずれかに記載の脂質組
成物を製造する方法。
【請求項７２】
前記脂質組成物は，魚油またはオキアミ油から調製される，請求項７１記載の脂質組成物
を製造する方法。
【請求項７３】
請求項１－５７のいずれかに記載の脂質組成物を製造する方法であって，
－原材料はオメガ－３Ｃ２０：５およびＣ２２：６酸のエステルを少なくとも含む少なく
とも５０重量％のオメガ－３脂肪酸エステルを含む予め濃縮した混合脂肪酸組成物であり
，そして
－水素化物をホウ素またはアルミニウムからカルボニル化合物に移動させる試薬を用いて
オメガ－３Ｃ２０：５およびＣ２２：６酸のエステルを還元してポリ不飽和アルコールと
する，
ことを特徴とする方法。
【請求項７４】
請求項５２または５４記載の脂質組成物を製造する方法であって，
－原材料はオメガ－３Ｃ２０：５およびＣ２２：６酸のエステルを少なくとも含む少なく
とも５０重量％のオメガ－３脂肪酸エステルを含む予め濃縮した混合脂肪酸組成物であり
，そして
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－水素化物をホウ素またはアルミニウムからカルボニル化合物に移動させる試薬を用いて
オメガ－３Ｃ２０：５およびＣ２２：６酸のエステルを還元してポリ不飽和アルコールと
し，
－得られたオメガ－３Ｃ２０：５およびＣ２２：６アルコールをアシル化する，
ことを特徴とする方法。
【請求項７５】
前記試薬は，水素化リチウムアルミニウム，例えば，ＬｉＡｌＨ４，ＬｉＡｌＨ２（ＯＣ
Ｈ２ＣＨ２ＯＣＨ３）またはＬｉＡｌＨ［ＯＣ（ＣＨ３）３］３，および水素化ホウ素，
例えば，ＬｉＢＨ４，またはＣａ（ＢＨ４）２からなる群より選択される，請求項７３記
載の脂質組成物を製造する方法。
【請求項７６】
式（ＩＩＩ）：
【化７】

［式中，
Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３は，
－水素原子，
－Ｃ１－Ｃ２２アルキル，および
－１－６個の二重結合をＺまたはＥコンフィギュレーションで有するＣ１－Ｃ２２アルケ
ニル
から選択され，ここで，アルキル基およびアルケニル基は任意に置換されていてもよく；
ただし，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３はそれぞれ同時に水素原子ではない］
の化合物またはその塩。
【請求項７７】
式（ＩＶ）：
【化８】

［式中，
Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３は，
－水素原子，
－Ｃ１－Ｃ２２アルキル，および
－１－６個の二重結合をＺまたはＥコンフィギュレーションで有するＣ１－Ｃ２２アルケ
ニル
から選択され，ここで，アルキル基およびアルケニル基は任意に置換されていてもよい；
ただし，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３はそれぞれ同時に水素原子ではない］
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の化合物またはその塩。
【請求項７８】
式（ＶＩＩＩ）：
【化９】

で表される，請求項７６記載の化合物。
【請求項７９】
式（Ｘ）：

【化１０】

で表される，請求項７６記載の化合物またはその塩。
【請求項８０】
塩は，

【化１１】

［式中，Ｚ＋は，Ｌｉ＋，Ｎａ＋，Ｋ＋，ＮＨ４
＋，

【化１２】
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メグルミン，
【化１３】

トリス（ヒドロキシメチル）アミノメタン，
【化１４】

ジエチルアミン，および

【化１５】

アルギニンからなる群より選択される］；
【化１６】

［式中，Ｚ２＋は，Ｍｇ２＋，Ｃａ２＋，
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【化１７】

エチレンジアミン，および
【化１８】

ピペラジンからなる群より選択される］；および
【化１９】

Ｚｎ＋は
【化２０】

キトサンである］
から選択される，請求項７９記載の化合物。
【請求項８１】
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次式：
【化２１】

で表される，請求項７６記載の化合物。
【請求項８２】
式（ＩＸ）：
【化２２】

で表される，請求項７７記載の化合物。
【請求項８３】
式（ＸＩ）：

【化２３】

で表される，請求項７７記載の化合物またはその塩。
【請求項８４】
塩は，
【化２４】

［式中，Ｚ＋は，Ｌｉ＋，Ｎａ＋，Ｋ＋，ＮＨ４
＋，
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【化２５】

メグルミン，
【化２６】

トリス（ヒドロキシメチル）アミノメタン，
【化２７】

ジエチルアミン，および
【化２８】

アルギニンからなる群より選択される］
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【化２９】

［式中，Ｚ２＋は，Ｍｇ２＋，Ｃａ２＋，
【化３０】

エチレンジアミン，
および
【化３１】

ピペラジンからなる群より選択され；および
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【化３２】

Ｚｎ＋は，
【化３３】

キトサン
である］
から選択される，請求項８３記載の化合物。
【請求項８５】
次式：

【化３４】

の，請求項７７記載の化合物。
【請求項８６】
式（Ｖ）：
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【化３５】

［式中，Ｒ１，Ｒ２，およびＲ３は，
－水素原子，
－Ｃ１－Ｃ２２アルキル，および
－１－６個の二重結合をＺまたはＥコンフィギュレーションで有するＣ１－Ｃ２２アルケ
ニル
から選択され，ここで，アルキル基およびアルケニル基は，任意に置換されていてもよい
］
で表される化合物またはその塩。
【請求項８７】
次式：
【化３６】

（全Ｚ）－９，１２，１５－オクタデカトリエン－１－イルピバロエートエステル
である，請求項８６記載の化合物。
【請求項８８】
次式：
【化３７】

（全Ｚ）－９，１２，１５－オクタデカトリエン－１－イルヘミスクシネートである，請
求項８６記載の化合物またはその塩。
【請求項８９】
塩が下記：
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【化３８】

［式中，Ｚ＋は，Ｌｉ＋，Ｎａ＋，Ｋ＋，ＮＨ４
＋，

【化３９】

メグルミン，
【化４０】

トリス（ヒドロキシメチル）アミノメタン，
【化４１】

ジエチルアミン，
および
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【化４２】

アルギニンからなる群より選択され；
【化４３】

［式中，Ｚ２＋は，Ｍｇ２＋，Ｃａ２＋

【化４４】

エチレンジアミン，
および
【化４５】

ピペラジンからなる群より選択され；および



(22) JP 2010-509204 A5 2010.12.24

【化４６】

Ｚｎ＋は，
【化４７】

キトサン
から選択される，請求項８８記載の化合物。
【請求項９０】
次式：

【化４８】

で表される，請求項８６記載の化合物。
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